


新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

日
頃
は
、
社
協
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成

26年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
「
経
営
改
善
三
ヶ
年
計

画
」
も
三
年
目
と
な
り
、
事
業
内
容
の
見
直
し
や
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
な

ど
、
経
営
基
盤
強
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

相
応
の
成
果
は
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
組
織
基
盤
の
安
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い

う
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

新
年
度
か
ら
も
、
さ
ら
に
次
の
三
年
を
目
指
し
て
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し

て
い
く
た
め
、
計
画
策
定
の
準
備
を
致
し
て
居
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
会
津
若
松
市
が
策
定
い
た
し
ま
し
た

「
地
域
福
祉
計
画
」
に
連
動
し
て
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
周
知
を
は
か
る
と
共
に
、
活
動
計
画
に
基

づ
い
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、

「
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
」
を
基
本
理
念
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
福
祉
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
充
実
し
た
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
念
じ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



◆ボランティアに取り組む良いきっかけづくりになり、

いろんなボランティアさんに会えて良かったです。

◆ポイントが貯まるのが正直嬉しかった。「あ、わたし

頑張ってるな」夏休みのラジオ体操のハンコをもらう

のと同じ、記録になってよかった！社協の方と交流も

できてよかった！

◆簡単にポイントが貯まり過ぎて、上限に達してしまっ

た。ポイント金額上限の割合を調整してやりがいのあ

るポイント制度にしてほしい。



社
会
福
祉
を
進
め
る
会
は
、
昭
和

41年
６
月
竹
田
綜
合
病
院
に
ベ
ッ

ド
ス
ク
ー
ル
（
現
会
津
養
護
学
校
竹
田
分
校
）
が
開
設
さ
れ
た
時
「
ベ
ッ

ド
ス
ク
ー
ル
を
育
て
る
会
」
と
し
て
結
成
し
、
設
立

50周
年
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
会
員
は

22名
で
、
主
に
生
徒
た
ち
へ
の
田
植
え
や
稲
刈
り
、

餅
つ
き
の
支
援
、
学
校
行
事
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
家
族
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
長
年
の
活
動
に
対
し
「
県
知
事
感
謝
状
」

「
県
教
育
委
員
会
教
育
功
労
賞
」「
福
島
民
報
厚
生
文
化
事
業
団
奨
励
金
」

「
県
知
事
表
彰
」「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
先
輩
の
先
見
性
と
苦
労
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
を
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

�近くにあるリオンドールに一緒に買い

物に行ってくれる方。

週１回 土曜日

場 所 東年貢町１丁目

○お問い合わせ�お申込み

ボランティアセンター�２７－７７１５

�月１～２回程度のボランティアです。

初回から３回程度、職員が同行します。

女性の方を募集しています。

○お問い合わせ�お申込み

カムカムボランティアセンター

�３３－５６２２

�事故で車いす生活をしている男性です。自宅でリハビリを行う時に声掛

け、応援してくれる方を募集しています。

○お問い合わせ�お申込み

カムカムボランティアセンター �３３－５６２２

点字サークルひよこ（代表 武藤由喜夫様）

より、本会に点字板10点を寄付していた

だきました。

これからも、福祉体験教室で活用させて

いただきます。ありがとうございました。



心配ごと･家族問題･人間関係･介護･

子育て･日常生活のいろいろなことに

ついて社協職員が対応し、相談･情報提

供をおこないます。

●開催日時

月曜日～金曜日

（9：00

～17：00）

相続･離婚･土地･

金銭･貸借契約な

ど法律に関わる

こと。

●開催日時

毎週第４金曜日（13：00～15：30）

◇２月24日（金） ◇３月24日（金）

不安･悲しい･孤独、そん

な時は誰かに話を聴いても

らうだけで心がすっと軽くなり

ます。あいづ小さな風の会会員

が、あなたの不安や悩み事を傾聴いた

します。お気軽にお話しください。秘密

は固く守ります。

●開催日時 毎週月曜日･木曜日･金曜日

（10：00～12：00

13：00～15：00）

成年後見や権利擁護について、財産

管理や福祉サービスの専門知識を持っ

た相談員、あいづ

安心ネット会員が

相談に応じます。

●開催日時

毎月第１木曜日

（13：00
～15：00）

◇２月２日（木） ◇３月２日（木）



日新地区民生児童委員協議会は、民生児童委員が19名。主任児童委員が２名の合計21名で活動して

います。担当区域は、日新町･七日町･緑町･八日町･西七日町および隣接周辺地区です。第四包括支援セン

ター様、日新小学校･第三中学校の先生、および各町内会長様と連携し、より地域の方に寄り添えるよう

心がけています。

日新民児協の好評催し物として毎年70名の方が参加

される「豊齢者ふれあい昼食会」があります。

10月にふさわしく大鍋で手作りされたイモ煮とお弁

当を食べながら、第二幼稚園児の演舞やイベントを楽し

んで頂いています。また、日新民児協の委員の方は、各種

研修会や福祉施設訪問、地域包括ケア会議、区長様との連

携会への参加など、殆ど全員が自発的に参加し、日々研鑽

に努めています。地域の方に寄り添うためには柔らかな

心と強い体力と豊富な知識が必要と考えているからです。

どうぞ、気軽に声をかけてください。皆様と共に歩いて行きたいと思っています。

事務局 会津若松市栄町5－17（栄町第二庁舎）地域福祉課 �39－1232

七夕

一箕地区は、近年急速に宅地化が進み、市内でも人口が増加している地区の一つです。

このような中で生活の困難さに直面している方々に寄り添い、その生活が少しでも良くなるように願い

ながら活動しています。その活動の幾つかを紹介します。

【緊密な連携と情報交換】

月例会にて活動連携と情報交換を第五包括支援センターと高齢者福祉相談員を交えて行なっています。

この場の意見交換は活動に大いに役立っています。

【ふれあい昼食会】

毎年「ふれあい昼食会」を開催しています。一人暮らしの高齢者に呼びかけ、昼食をはさみながらカ

ラオケや踊りやゲームで一日を楽しく過ごします。フィナーレは全員参加の歌と踊りで熱気に包まれ、

大いに盛り上がります。今年で29回目になり、地域

の高齢者の楽しみの一つになっています。

【自主研修】

市及び社協から要請された福祉活動を円滑に推進す

るために、幾つかの独自の推進システムを作成してき

ました。

これは、支援者の相談に役立つのみならず、なによ

りも作成過程が『研修』で、委員の資質向上に繋がっ

ています。

今後も研鑽に励み、地域の福祉向上を目指します。



七夕





地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
平
成

29年

2月

21日（
火
）

９

：

30～

15：

30

▼
会
場
／
会
津
若
松
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム

3階
体
育
室

▼
対
象
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が

あ
る
方

あ
る
い
は
サ
ロ
ン
活
動
又
は

老
人
ク
ラ
ブ
で
活
動
を
し
て
い
る
方

▼
内
容
／
午

前
の
部
普
通
救
命
救
急

9：

30～

12：

30・
講
師

会
津
若
松

消
防
署
員

午
後
の
部

か
ら
だ
を

動
か
し
て
の
ば
せ
健
康
寿
命
・
講
師

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
課

山
田

直
美

▼
定
員
／

50名
（
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
）

▼
参
加
費
／
無
料

※
お
弁
当
（

5
0
0

円
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
み
時

に
注
文
を
承
り
ま
す
。

▼
参
加
〆
切
／

2月

14日
（
火
）
ま
で
と

い
た
し
ま
す
。

▼
お

問
合

せ
・

申
込

先
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

�
27－

7
7
1
5

Ｆ
Ａ

Ｘ

28－

4
0
3
9

低
所
得
世
帯
を
対
象
に
高
等
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
就

学
す
る
の
に
必
要
な
経
費
を
お
貸
し
す
る

も
の
で
す
。
現
在
、
就
学
中
の
方
も
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
世

帯

収
入
が
一
定
基
準
以
下
（
概
ね
市
民
税

非
課
税
程
度
）
で
他
か
ら
の
融
資
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
な
ど
。（
な
お
、
母

子
家
庭
の
方
に
つ
い
て
は
、
母
子

･
寡
婦
福

祉
資
金
が
優
先
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本

学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
や
日
本
政
策
金

融
公
庫
な
ど
の
教
育
ロ
ー
ン
も
優
先
と
な

り
ま
す
。
）

申
請
手
続
き
に
は
、
審
査
等
で

1ヶ
月

程
度
を
要
し
ま
す
。
ご
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
早
め
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
貸
付
利
子
…
無
利
子

○
連
帯
保
証
人
…
不
要

○
返
済
方
法
…
卒
業
後
、

20年
以
内
の
返
済

○
申
込
方
法
…
お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生

委
員
、
又
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
相

談
下
さ
い
。

介
護

･
保
育
な
ど
、
福
祉
の
職
場
で
働
き

た
い
方
、
興
味
の
あ
る
方
、
資
格
取
得
を
考

え
て
い
る
方
に
対
し
て
就
業
相
談
、
求
人

･

求
職
の
登
録
及
び
職
業
の
斡
旋
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
期
日
／

2月

1日（
水
）･

3月

1日
（
水
）

▼
時

間
／

10：

00～

15：

00

▼
場
所
／
社
会
福
祉
協
議
会

二
階

▼
お
問
い
合
せ
／
福

島
県
福
祉
人

材
セ
ン

タ
ー

�
0
2
4
�5
2
1
�5
6
6
2

お
茶
を

飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
や
活

動
を
通
し
て

楽
し
い
時

間
を

過
ご
し
ま
せ

ん
か

？
皆
さ
ま
お

誘
い

合
わ
せ
の

上
、

お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
／
社
会
福
祉
法
人

心
愛
会

ケ
ア
ハ
ウ
ス

ハ
ー
モ
ニ
ー
あ
い
づ

▼
参
加
費
／

1
0
0円

（
飲
み

物
・

菓
子

代
、
保
険

代
）

▼
対
象
者
／
概
ね

60歳
以

上
の
方

※
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
ご
家

族
連
れ
、

お
子
さ
ん
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
内
容
・
日
程
・
対
象

者
の
変

更
が
あ
る

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

※
参
加
申
込
み
は
、

各
実

施
日
の
１

週
間

前
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

願
い
し
ま
す

☆
お
問

合
せ
･申

込
み
は「

ハ
ー
モ
ニ
ー
あ
い

づ
」ま
で
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
☆

◆
会
津
若
松
市
一

箕
町
松

長

5丁
目

11－

31

�
32－

0
0
4
1

Ｆ
Ａ
Ｘ

32－

0
0
5
1

3月

22日

�

14：

00～

2月

22日

�

14：

00～

実
施
日

教
養
講

座
（
会
津
若
松
市
生

涯
学

習
出

前
講

座
･
消
費

者

講
座
〈

予
定
〉
）

教
養
講
座（

小
物
づ
く
り
）

折
り

紙
で
オ

シ
ャ
レ
な
小

箱
を
作

ろ
う

テ
ー
マ

資
金

種
類

貸
付

限
度
額

据
置
期

間

償
還
期

間

貸
付
利
子

教
育

支
援

費

①高等学校（専修学校

高等課程含む）

月額35,000円以内

②高等専門学校

月額60,000円以内

③短期大学（専修学校

専門課程含む）

月額60,000円以内

④大学

月額65,000円以内

卒
業
後

6ヶ
月
以
内

据
置
期

間
経

過
後

20年
以
内
の
月

賦
返
済

無
利

子

就
学
支
度
費

500,000円以内



ご寄附ご芳志者名（ご寄附ありがとうございました。）

【現 金】
62，300円……会津若松市勤労青少年ホーム連絡会様
80，000円……会津ヤクルト販売株式会社様
10，000円……浜大商事株式会社様
8，773円……日本イエス・キリスト教団 待望教会 教会学校様

101，740円……希らら祭実行委員会様
10，000円……秋元征八郎様（故 秋元美代様ご遺志）
50，000円……笠井英雄様（故 笠井貞子様ご遺志）
30，000円……一ノ瀬直市様（故 一ノ瀬愛子様ご遺志）
50，000円……加藤俊男様（故 加藤俊正様ご遺志）

100，000円……山口哲史様（故 山口マス子様ご遺志）
30，000円……大関敬一様（故 大関秀雄様ご遺志）
50，000円……福原久雄様（故 福原久三郎様ご遺志）
30，000円……歌川清様（故 歌川惠子様）
80，000円……渡部裕之様
30，000円……大関藤徳様（故 大関藤吾様ご遺志）
20，000円……橋本博子様

佐藤光眞様（名前のみ）
【物 品】
りんご32個・さつまいも10㎏ 有志一同 関本幸様
タオル636枚 城北地区民生児童委員協議会様
超花火プロレスあいづ社会福祉チャリティー大会チケット49枚…浜大商事株式会社様
雑巾600枚 会津方部理容女性部様
有田みかん 和歌山県湯浅町社会福祉協議会様
手づくりテディベアー キルトサークルベアーズ・ポー様
お菓子65名分 ㈱マルハン会津若松一箕店様
お菓子100名分 ㈱マルハン会津若松店様
タオル 公益社団法人会津若松市法人会女性部会様
タオル150枚 タオル帽子会あいづ様
タオル62枚 竹田工務店様 （平成28年10月1日～平成28年12月31日まで）
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